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千葉県歯科衛生士会
ホームページはこちら

千葉県歯科衛生士会だより

１

ごあいさつ

会長　髙澤　みどり

　わが国の歯科保健の状況を把握し、歯科保健医療

対策を推進するための基礎資料を得ることを目的と

して 5 年毎に実施されている「歯科疾患実態調査」

の結果が公表されました。新型コロナウイルス感染

症の影響で、1 年延長され令和４年に実施されました。

　その結果、8020 達成者は 51.6％と前回（平成 28 年）

の結果と同程度、また、過去 1 年間に歯科検診を受

診した人の割合は 58.0％で、女性の方が高い傾向で

した。

　一方、処置歯または未処置のう歯を持つ者の割合は

35 ～ 74 歳では 95％以上と高く、過去の調査と比較し、

55 歳以上では増加傾向にありました。

　千葉県においては、本年度「第 3 次千葉県歯・口

腔保健計画」策定に向け検討を重ねているところです。

本会も、関係機関との連携を深め、県民の歯と口腔の

健康づくりを推進し、口腔衛生向上に寄与できるよう

努力して参ります。

＜令和 5年度定時総会報告＞
　令和 5 年 6 月 18 日（日）千葉県口腔保健センターにおいて令

和 5 年度定時総会が開催されました。

総会員数　519 名　出席会員数　24 名　　　委任状出席 280 名

議長に和田昭子氏、議事録署名人に篠宮梢氏、岡田昌子氏が選出

され、出席者と書面評決の合計が過半数のため定款第 18 条によ

り成立いたしました。

議事議決状況

第 1 号議案　「令和 4 年度事業報告」に関する件、承認可決

第 2 号議案　「令和 4 年度決算報告」に関する件及び監査報告、承認可決

第 3 号議案　「選挙管理委員の選任」に関する件

　　　　　　永井由美子氏、 椎名房美氏、 森下志穂氏の 3 名が選挙管理委員に決定　　　　　　　

報告事項　　「令和 5 年度事業計画について」 及び 「令和 5 年度収支予算について」決定

＜日本歯科衛生士会長表彰　永年精励賞＞

石橋　悦子さん

久保　理恵さん

最首　裕子さん

山崎　典子さん

和田　昭子さん

　令和 5 年 6 月 11 日（日）東京駅直結のステーションコンファレンス東京にて

『令和 5 年度日本歯科衛生士会永年精励賞』の表彰式が、行われました。永年精

励賞は歯科衛生士会員歴 35 年以上で、年齢 65 歳以上の方に贈られる賞です。

本年度は 70 名に授与されました。千葉県からは 5 名の会員が表彰され、当日は、

石橋悦子さん、山崎典子さん、和田昭子さんの 3 名が、会場に出席されました。

（詳細は 5 ページをご覧ください。）
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＜各都道府県が主催する研修会参加について＞

日本歯科衛生士会のホームページより、歯科衛生士の

方へを選択し、「研修・学習・認定」→「研修会の情報」

→情報を見たい県を選択、研修を検索、受講したい研

修の申し込みフォームから申請ができます。

下記のリンクよりご確認ください。

URL：https://www.jdha.or.jp/learning/list/

QR コード：

引用元、出典名：日本歯科衛生士会HPより

令和 5 年度　新春セミナー
日　時：令和 5 年 1 月 15 日（日）14:00 ～ 16:00

講　師：東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科医歯学専攻

　　　　老化制御学講座摂食嚥下リハビリテーション学分野　山口　浩平 氏

テーマ：「歯科衛生士に知ってもらいたい訪問診療での摂食嚥下リハビリテーション

　　　　～摂食嚥下リハの基本から心理学を応用した食環境デザイン、ＩＣＴの活用まで～」

会　場：Ｚｏｏｍによるオンラインセミナー

参加人数：53 名

　超高齢社会における食事、摂食嚥下の基礎から実践編、口腔ケアと摂食嚥下リハビリ、ＩＴＣで摂食嚥下リハ

ビリの内容でお話しいただきました。経口摂取は最も効率の良い摂食嚥下リハビリであり、口から食べることは

最も効率の良い口腔ケアであるという内容に、歯科衛生士の役割の大事さを考えるものでした。歯科衛生士とし

て口腔健康管理を行う中で日々の問題を気付けるようにしていきたいです。　　　　　　　（研修　山口　朱見）

令和 5 年度　ステップアップセミナー
日　時：令和 5 年 3 月 26 日（日）14:00 ～ 16:00

講　師：株式会社ＤＨＰ代表　横井　節子 氏

テーマ：「歯科感染対策の見える化～明日から使えるサステナブルな院内感染対策～」

会　場：Ｚｏｏｍによるオンラインセミナー

参加人数：57 名

　歯科でできること、必要な事として、ＳＤＧｓ、医療法改正、診療報酬改定、標準予

防策などについてお話しいただきました。

　中でも医療法においての院内感染防止マニュアル作成、感染対策に関わる職員研修実施の義務付けを改めて確

認し、歯科医院における歯科衛生士の役割として認識しました。院内の感染対策管理が行われることから、臨床

において患者さんが健康で幸せに長生きできるという目標設定に繋がることを学びました。（研修　山口　朱見）
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ピンク ブルー ホワイト グレー ブラック

4 層ナノフィルター構造 清潔な空気

高い撥水性により飛沫感染予防

99％抗ウイルス※2

99％抗菌※3

99％フィルター性能※4

0.1 ミクロン (0.0001mm)
粒子まで捕集※5

花粉
PM2.5～0.1
菌
ウイルス

■ 4層構造

※2 ANTIVIRAL ACTIVITY TEST　ISO 18184 
※3 ANTIBACTERIAL TEST　ISO 20743 
※4 FILTER EFFICIENCY / RESPIRATORY RESISTANCE
 GB　2626-2006 
※5 BFE TEST　EN 14683

医療従事者から一般の方まで幅広く使える
スイスでクラスⅠ医療機器※1

※1 届出 CH-202004-0041届出CH-202004-0041
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デザイン性の高い洗えるプロテクトマスク
フィット感と口周りの空間が快適

第 1部：オンデマンドでの事前研修

　第 1 部は、「災害時に対応できる組織力の向上、ブロックでの連携及び協力体制の構築」

というテーマのもと、ＪＲＡＴ（日本災害支援リハビリテーション支援協会）およびＪ

ＤＡＴ（日本災害歯科支援チーム）の活動についての概要および研修体制、各支援団体

との連携についてオンデマンドで学習し、先駆的に災害支援の取り組みを実践している

歯科衛生士会からの事例紹介を頂きました。

日本歯科衛生士会 令和 4 年度　「災害歯科保健歯科衛生士フォーラム」

第 2部：集合研修

　令和 4 年 12 月 4 日（日）13:30 ～ 16:30、関東ブロックはステーションコンファレンス東京を会場に、第 2 部

災害歯科保健歯科衛生士研修が開催され、本会副会長の那須さんとともに参加しました。

　はじめに「災害歯科保健活動歯科衛生士実践マニュアル 2022 版」についての説明の後、前半は、ロジスティッ

ク歯科衛生士（那須）とコーディネーター歯科衛生士（森田）に分かれてブロックでのグループワークを行い、

災害時の支援活動に必要な組織づくり・連携体制などについて意見交換をしました。後半は都県ごとに所属会の

現状、今後の課題などを話し合い、最後にまとめとして話し合った内容を発表しました。

　千葉県歯科衛生士会としても、私たち会員は支

援者になる前に被災者になってしまうことも想定

されます。県衛生士会として、まずは全会員の安

否確認方法及び連絡手段を確立することからはじ

め、それにより支援を授受する体制を整えていく

必要があると認識を新たにしました。

　医療従事者として、今後も感染症流行の予防対

策を継続しつつ、予測不可能な地震・津波・台風

などの大規模災害に対して、組織としての防災・

減災のための準備の推進が大切だと思いました。

（森田　陽子）
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参考患者価格　￥350/本（税別）参考患者価格　￥350/本（税別）参考患者価格　￥350/本（税別）

日本歯科衛生士会 入会のご案内

研究会、学術大会などへの参加や助け合い制度など、

様々なサービスがご利用いただけます。

入会専用ダイヤル：TEL 0120-802-039

Ｗｅｂからの入会：https://www.jdha.or.jp/entry/form/

日　時：令和 5 年 6 月 18 日（日）14:00 ～ 16:00

講　師：東京歯科大学　衛生学講座　准教授　石塚　洋一 氏

テーマ：「フッ化物配合歯磨剤の推奨される利用方法を読み解く

　　　　～すべての年代に歯科衛生士として伝えるべきこと～」

会　場：Ｚｏｏｍと対面によるハイブリッドセミナー

参加人数：会場 29 名 オンライン 23 名 　合計 52 名

　令和5年4月に「う蝕予防のためのフッ化物配合歯磨剤の推奨される利用方法」が公開され、フッ

令和 5 年度　フレッシュ＆リフレッシュセミナー

化物の効果的な使用方法ついて学び知識を再確認しました。う蝕予防にはフッ化物の応用が大切で歯磨剤→フッ化物洗口→

フッ化物歯面塗布の順で実施していくと効率的と理

解しました。グループワークでは「歯科衛生士とし

て伝えるべきこと：現状と対応」について話し合い、

意見交換し、「不特定多数の人に正確な情報を提供

するにはチェックシートの活用や資料提供が必要」、

「年齢別にわかりやすくフッ化物の活用・歯面塗布

の効果について理解を深めてもらう」などの意見が

出ました。保健指導の際は視覚的に伝える資料が必

要と感じました。　　（研修委員　杉本　明日美）

お勤め先・ご友人に未入会の
方がおりましたら、是非お声
掛けください。歯科衛生士の
仲間を増やしましょう !!
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令和 4 年度　第 32 回　歯科衛生士国家試験について

＜問題１＞

地域包括ケアシステムにおける基本的な活動圏域は

どれか。１つ選べ。

＜問題２＞

摂食嚥下障害に対する間接訓練について説明してい

る時の写真を下に示す。この訓練により機能改善が

期待できるのはどれか。２つ選べ。

チャレンジ !!
問題を２問解いてみましょう !!

＊答えは、最終ページをご確認ください。

日本歯科衛生士会長表彰　永年精励賞

石橋  悦子 さん

　この度「永年精励賞」を頂き、身に余る光栄に感謝申し上げます。

今後も社会と関わり諸先輩、多くの方からご指導いただき業務に

従事して参ります。最後に日本歯科衛生士会、千葉県歯科衛生士

会の益々の発展を祈念申し上げ御礼の言葉とさせていただきます。

山崎  典子 さん

　この度、永年精励賞を頂き心より感謝申し上げます。以前、本会の理事として会務に携わらせていただいた時、

色々な職域の方達と交流し、多くを学ばせて頂いたことが、継続の力になってます。

和田  昭子 さん

　6 月に永年精励賞をいただきました。気づけば歯科衛生士として働き始めて 45 年、これからも色々な出会い

を大切にしていこうと思います。ありがとうございました。

ａ　市町村

ｂ　中学校区

ｃ　都道府県

ｄ　２次医療圏

ａ　口唇閉鎖

ｂ　舌骨挙上

ｃ　軟口蓋挙上

ｄ　食道入口部開大

回数（年度） 受験者数 合格者数 合格率

第 32 回（令和 4 年度） 7470 名 6950 名 93.0％

第 31 回（令和 3 年度） 7416 名 7087 名 95.6％

第 30 回（令和 2 年度） 7099 名 6624 名 93.3％

　令和 4 年 3 月 5 日　第 32 回歯科衛生士国家

試験が実施されました。今年度は、ここ 2 年と

比べ合格率が低く問題の難易度が上がっている

傾向が見られます。口腔のことのみならず、全

身的な管理を含め、口腔機能向上についてなど

幅広い分野での知識が必要になってきています。

和田さん 石橋さん 山崎さん
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　研修会は決定次第お知らせいたします。自分

の所属以外の支部研修会にも参加できます。

　申し込みは開催の 2 週間前までに本会へ

ＦＡＸにてお送りください。

支部活動研修会

043-241-9903

会員ページ
　私たち千葉県歯科衛生士会は、地域に根差し

た活動を行っていくため、「とうかつ」・「北総」・

「しおさい」・「中央」・「さざなみ」・「わかしお」

の 6 つの支部に分け、会員相互の情報交換、研

鑽のための支部研修会を実施しています。

● わかしお支部
実施日：令和 5 年 10 月 15 日（日） 13:30 ～ 15:30

定　員：25 名　　　　　会　場：茂原市保健センター 1 階

テーマ：デンチャーケア・象牙質知覚過敏症について（義歯安定剤・シュミテクトの効果的な使用方法）

講　師：鈴木　栄里子氏

● しおさい支部
実施日：令和 5 年 10 月 15 日（日）14:00 ～ 16:00

定　員：20 名　　　　　会　場：香取市山田公民館

テーマ：全身疾患と口腔健康管理の関連～超高齢化社会で歯科衛生士ができること～

内　容：高齢化が進む日本において、全身疾患をお持ちの患者さんが来院されるケースがますます増えるこ

とが予想されます。近年、口腔内細菌との関連が明らかになっている糖尿病やがん、誤嚥性肺炎の

ような全身疾患をお持ちの患者さんを担当する場合に活用できる、疾患に対する知識や口腔内の変

化、それに伴っておさえておきたい口腔健康管理のポイントなどを、演習を交えてお伝えします。

講　師：サンスター株式会社プロケアチャネル営業部　　学術情報グループ　阿部　純香 氏

● とうかつ支部・北総支部合同研修会
実施日：令和 5 年 11 月 3 日（金・祝）10:00 ～ 12:00

定　員：25 名

会　場：鎌ケ谷市総合福祉保健センター

テーマ：歯科衛生士に知ってもらいたい摂食嚥下の全体像

内　容：誤嚥性肺炎の予防には口腔管理が重要だということは、医療業界だけではなく一般的にも浸透して

きていると感じます。しかし、広く浸透した分その言葉のインパクトも少なくなってきているのか

もしれません。そこで今回は誤嚥性肺炎における口腔管理の意義をもう一歩踏み込んで考えるため

に誤嚥性肺炎とは、嚥下内視鏡検査の実際、食事介助などについてお話させていただきます。

実習（演習）があります。

講　師：埼玉医科大学病院　歯科口腔外科　客員講師

永寿会恩方病院歯科　口腔外科　大久保　正彦 氏

応募方法：ＵＲＬ：https://forms.gle/RfXREA6ga2gVDnbN6

　　　　　（応募方法は、ＵＲＬまたはＱＲコードのみとなります。） 応募用ＱＲ

● 中央支部　今年度の研修会は中止といたします
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会費振込先　千葉銀行　稲毛支店

　　　　　　普通口座　№ 3118047

　　　　　　一般社団法人　千葉県歯科衛生士会

　　　　　　　　　　代表理事　髙　澤　みどり

会　　　費　15,000 円

●会費の自動引き落としは 2 月２０日です。

　通帳残高をお確かめ下さい。

●氏名・住所等の変更はお早めにお願いします。

●変更用紙はホームページからダウンロードできます。

会員動態　令和 5 年 7 月 15 日現在　594 人

　令和 5 年 7 月 15日現在の本会会員数は 594名となります。令和 5 年度は 88名の方々が新たに入会されました。

その中から 2 名の方に現在の仕事内容、今後の抱負等を伺いましたので、ご紹介させていただきます。

川尻　奈々 さん

明海大学保健医療学部
口腔保健学科　卒業

＜勤務先＞
千葉市　東京歯科大学千葉歯科医療センター

＜仕事内容＞
　当センターは口腔外科系、育成歯科系、一

般歯科系、専門歯科系の 4 つの系から成る

10 の診療科があります。歯科衛生士はそれ

ぞれの診療科に配属され、業務に従事してい

ます。私の配属されている一般歯科は保存科・

補綴科・総合診療科からなり、主に歯周病検

査や歯周基本治療、メインテナンス、診療補

助などの業務を行っています。

　患者様へ迅速に良質な歯科医療を提供でき

るよう業務に臨んでいます。

＜抱負＞
　入職して 3 ヶ月、まずは患者様一人一人

の口腔状況、背景をよく理解し、傾聴の姿勢、

笑顔など自分に出来ることから意識して業務

を行っています。

石井　あみ さん

北原学院
千葉歯科衛生専門学校　卒業

＜勤務先＞
成田市　グランド歯科医院

＜仕事内容＞
　当院は 52 年続く地域密着型の歯科医院で、幅広い

年齢層に対応する一般歯科に加え、特に力を入れてい

る予防歯科を中心に、小児歯科、障がい者歯科、審美

歯科、訪問歯科など幅広く行っております。歯科衛生

士は担当制で主に歯周検査やスケーリングを中心にメ

インテナンス業務を行っております。親子など世代で

通って頂いている方も多く、患者様 1 人ひとりに合っ

た健康づくりのご提案をしております。

＜抱負＞
　患者様に真摯に寄り添い信頼される歯科衛生士にな

る為、コミュニケーションを大切にし、正しい知識と

技術を身につけ、患者様がまた歯医者に来たい、この

人に頼みたいと思って頂けるよう、歯だけでなく健康

面でもサポートが出来るよう、見本となる先輩方から

学ぶことに加え、様々なセミナーにも参加していこう

と考えています。常に新しいことを学んでいく姿勢を

続け、目標に向かって日々精進して参ります。

新会員紹介
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令和 4 年度

第10回　令和5年1月8日（日）

内　容　1．2025年日本歯科衛生学会学術大会について　2．日衛からの令和5年度の研修支援について

　　　　3．2023・2024年度日本歯科衛生学会学術大会発表について

令和 4 年度

第11回　令和5年2月12日（日）

内　容　1．令和5年度事業計画及び予算について　2．インボイス制度について

　　　　3．日衛からの令和5年度の研修支援について

　　　　4．フレッシュ＆リフレッシュセミナー内容について

　　　　5．来年度歯科衛生士会だよりのカラー印刷について　6．1月発送時期の変更について

　　　　7．2023年日本歯科衛生学会の抄録及び抄録に記入する参加者について

令和 4 年度

第12回　令和5年3月12日（日）

内　容　1．令和5年度事業計画及び予算について　2．千葉県生涯大学校講義依頼

　　　　3．特別会計源泉徴収に関わる臨時職員採用案について

　　　　4．令和5年度派遣事業　事務手数料の改正について　5．会計ソフト購入について　弥生会計23

　　　　6．フレッシュ＆リフレッシュセミナー内容について　7．今後の研修会方法について

　　　　8．千葉市食育月間啓発イベント「食育のつどい2023」の参加について

　　　　9．2023年日本歯科衛生学会の抄録について確認　10．来年度の発行日について

　　　　11．歯科衛生士会だよりの原稿の依頼について　12．新規入会申し込みについて

令和 5 年度

第1回　令和5年4月16日（日）

内　容　1．日衛災害歯科保健委員会ロジスティクス、コーディネーター推薦　2．定時総会について

　　　　3．令和4年度末の会員動態について　4．フレッシュ＆リフレッシュセミナーについて

　　　　5．日衛からの令和5年度の研修支援について　6．第30回料理コンクールの実施について

　　　　7．2023年千葉県歯科医学会・千葉県学校保健大会 演題案について

　　　　8．令和5年度事業計画（案） 総会次第（案）について

令和 5 年度

第2回　令和5年5月21日（日）

内　容　1．関東信越ブロック連絡協議会の参加について　2．災害時安否確認について

　　　　3．千葉市食育のつどいイベント出席者について

　　　　4．第30回料理コンクールの実施要領及びチラシについて

　　　　5．歯科衛生士大会特別講演内容について　6．歯科衛生士会だよりについて

　　　　7．パソコン修理について

令和 5 年度

第3回　令和5年6月10日（日）

内　容　1．総会について　2．フレッシュ＆リフレッシュセミナーについて

　　　　3．歯科衛生士大会特別講演内容について

　　　　4．歯科衛生士会だよりのカラー印刷について・題のレイアウトについて

令和 5 年度

第4回　令和5年7月9日（日）

内　容　1．支部より、支部会員の氏名・連絡先の情報提供について　2．歯科衛生士大会特別講演について

　　　　3．新春セミナーについて　4．2023・2024年度日本歯科衛生学会学術大会発表について

5Ｐ国家試験解答 ： ＜問題1＞　ｂ　　＜問題2＞　ｂ ｄ




